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エス・ティ・ジャパン製ライブラリご使用時の 

島津スタンダードライブラリアップデート手順 
 

1. ご注意 

島津スタンダードライブラリをアンインストールすると Hummelライブラリなどのエ

ス・ティ・ジャパン製スペクトルライブラリも一緒にアンインストールされます。 

エス・ティ・ジャパン製ライブラリをご使用の場合は必ず以下の手順に従って島津スタ

ンダードライブラリのアップデートを実施してください。 

 

2. アップデート手順 

1) エクスプローラーで島津スタンダードライブラリおよびその他のエス・ティ・ジャパン

製スペクトルライブラリが保存されているc:\speclibsフォルダーの内容すべてを別の

フォルダーや外付けハードディスクなどにバックアップします。 

図1の例では、speclibs_backupというフォルダーを作成してその中にc:\speclibsフォ

ルダーの内容をコピーしています。 

 

図1 speclibsフォルダーのバックアップ 
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2) Windowsのスタートメニューの「コントロールパネル」から「プログラムと機能」を選

択します。 

3) Shimadzu Standard Libraryを選択し、右クリックから「アンインストール」を選択し

てアンインストールを実⾏します。なお、Shimadzu Standard Libraryという項目が無

い場合は、S.T.Japan Librariesを選択してください。 

※「S.T.Japan Libraries」が2つ以上あるときは、どちらを選択しても構いません。 

 

図2 プログラムのアンインストール画面 
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4) アンインストール画⾯が表⽰されますので、その指⽰に従って操作してください。完了

画⾯が表⽰されたら「完了」をクリックしてアンインストールを終了してください。 

 

図3 ライブラリのアンインストール画面 

5) Windowsを再起動してください。 

6) 島津スタンダードライブラリVer1.30のインストールディスクをドライブに挿入し、エ

クスプローラーで「Setup」フォルダの「install-shim」を選択し、右クリックメニュー

から「管理者として実⾏」を選んでインストールを実⾏します。 

 

図4 インストーラの実⾏ 
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7) ユーザーアカウント制御画面が表示されますので「はい」をクリックします。その後は

画⾯の指⽰に従ってインストールを続⾏してください。オプションの項⽬はデフォルト

の設定のままにしておいてください。 

8) インストールが完了したら、最初にバックアップしたspeclibsフォルダーの内容のうち

dpAgent64(またはdpAgent32)という名称のファイル以外の全てを、新たに作成され

たspeclibsフォルダーにコピーしてください。その際、speclibsフォルダーに同じ名称

のファイルが既に存在する場合はスキップしてください。 

 

図5 ファイルのコピー画面 

9) Windowsを再起動します。 

10) LabSolutions IRを起動して、従来使⽤していた各ライブラリを検索画⾯で再び登録し

なおしてください。 
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11) ライブラリが正常に登録できたら、登録したライブラリを使⽤してスペクトルの検索が

実⾏できることを確認してください。 

 

以上 

 


